
 

大阪市立大学 学士課程の３ポリシー 

 
【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

大阪市立大学は、学士課程教育を通して、現代人として必要な基本的教養の修得と国際感覚の練磨 

をめざした教育を行うとともに、専門知識と総合的知識の双方を基礎にして物事を思索し、理解力、 

洞察力、実践力、指導力、解決力および品性を兼ね備えた人間を育成します。 

この目標を達成するために、所属学部において定める専門分野に関する知識・技能等を身につけ、 

学部の教育理念や目的に沿った指導を受け、所定の期間在学して所定の単位を修得し、審査や試験に 

合格した学生に学位を授与します。また、全ての学生が、［知識・理解］［技能］［実践的姿勢］［統合 

的な学修経験と創造的思考力］の領域で以下のような学修成果を修めることをめざします。 

［知識・理解］ 

・多文化・異文化を尊重し、理解を深めることができる。 

・人間と文化、科学と技術、社会と歴史、環境と健康に関する知識を尊重し、理解を深めることが 

できる。 

・高度な専門知識を体系的に学び、それに基づき柔軟な思考ができる。 

［技能］ 

・日本語と特定の外国語を用いて、それぞれに求められる水準で読み、書き、聞き、話し、他者と 

コミュニケーションをすることができる。 

・情報通信技術（ICT）などを用いて多様な情報を収集・分析して適切に判断し、モラルに則って 

効果的に活用することができる。 

・情報や知識の複眼的、論理的分析に基づき、批判的思考（クリティカル・シンキング）を行い、 

その結果を言語や記号で表現することができる。 

・問題を発見するスキルや、解決に必要な情報を収集・分析・整理するスキルを修得し、その問題 

の解決に立ち向かう実践力を身につけることができる。 

［実践的姿勢］ 

・自分で考え、良心に従い、社会のルールを尊重して自分の責任で判断し行動できる。 

・他者と協調して行動でき、また、必要に応じて他者に方向性を示し、リーダーシップをとること 

ができる。 

・地域をはじめとする社会の一員としての意識を持ち、社会の発展のために積極的に関与できる。 

・自ら学ぶ姿勢を身につけ、生涯にわたって進んで学習できる。 

［統合的な学修経験と創造的思考力］ 

・これまでに修得した知識・技能・実践力等を総合的に活用し、自らが立てた新たな課題にそれら 

を適用し、その課題を解決することができる。 

 

【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

1. 「現代人として必要な基本的教養の修得と国際感覚の練磨をめざした教育を行うとともに、専門 

知識と総合的知識の双方を基礎にして物事を思索し、理解力、洞察力、実践力、指導力、解決力 

および品性を兼ね備えた全人的人材を養成する」との大阪市立大学憲章に基づき、すべての学部 

で学ぶ学生が、「ディプロマ・ポリシーに掲げた学修成果」に示された知識・技能等を修得できる 

ように、次の科目群を全学共通教育科目として設置します。学生は自らの学修意欲と興味関心、



キャリアデザインに応じて、また各学部が定める履修規程に従って受講科目を選択します。  

(１) 大学教育全般の基礎となる学習・研究能力の育成、広い視野に立った総合的な判断力

の育成、現代社会に生きる人間に求められる普遍性をもつ教養の修得を目的とした総合

教育科目 

(２) 英語と英語以外の外国語科目 

(３) 数学をはじめ自然科学分野の基礎教育科目 

(４) 健康・スポーツ科学に関する知識・技能を育成する科目  

2．地域に基盤を置く公立大学で学ぶ学生としての意識を涵養するため、地域志向系科目をす

べての学生が履修できるように学士課程全体を通じて配置します。 

3. 地域で学ぶ社会の一員としての意識や国際的な視野を持ち、グローバル化し複雑・多様化する社

会にあって、その変革に積極的に関与するために必要な知識・技能や実践的姿勢等を身につける 

体系的な教育プログラム（副専攻等）を、自らのキャリアデザインに応じて履修できるようにし 

ます。 

4. 各学部では、学生がそれぞれの学問領域における高度な専門知識を学び、各領域の知識を踏まえ 

つつも柔軟な思考を身につけることができるようにカリキュラムを編成します。その際には学修 

成果の［技能］と［実践的姿勢］を伸長させるように、それぞれの学問的特色に応じて授業方法 

等を工夫します。 

5. 各学部の特色に応じて、4 年間（医学部医学科は 6 年間）の学修を統合的に総括する教育を行

ないます。 

 

【入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）】 

大阪市立大学は、学士課程の教育を通して、ディプロマ・ポリシーに掲げた学修成果を修める学生 

を育成して教育目標を達成するために、人間性豊かで、多様な関心、柔軟な思考力を持ち、科学・産 

業・文化・社会の発展に寄与しようとする志を持つ、向学心旺盛で優れた資質を有する学生を、広く 

国内外から受け入れます。 

そのために、本学の学士課程では以下の方針に基づいて、学生の多様な能力を評価するための入学 

者選抜を実施します。従って、この方針をよく理解したうえで、高等学校までの学びを深め、広める 

ことを期待します。 

(１) 高等学校教育段階においてめざす基礎学力を確認します。 

(２) 本学の全学共通教育に十分に対応できる準備性を備えていることを確認します。 

(３) 各学部のアドミッション・ポリシーに示す資質を備えていることを確認します。 
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